
 

【
作
者
】
高 

啓 

（
一
三
三
六
～
一
三
七
四
年
）
名
は
啓
（
け
い
）
、
字
は
李
迪
（
り
て
き
）
、
江
蘇
省
長
州
（
蘇
州
市
）
の
人
、
幼
に
し
て
頴
敏
（
え

い
び
ん
）
、
文
武
に
優
（
す
ぐ
）
れ
、
詩
文
に
巧
み
で
史
学
に
深
か
っ
た
。
呉
淞
の
青
丘
に
住
み
、 

青
丘
子
（
せ
い
き
ゅ
う
し
）
と
号
す
。
元

朝
に
抵
抗
し
て
蘇
州
に
政
権
を
樹
立
し
た
張
士
誠
の
文
学
集
団
に
出
入
り
し
た
。
官
は 

戸
部
（
こ
ぶ
）
侍
郎
に
就
（
つ
）
く
も
辞
や
）
め
て
自

活
、
の
ち
罪
に
連
座
し
て
処
刑
さ
れ
る
。
時
に
三
十
九
歳
、
明
（
み
ん
）
初
期 

最
大
の
人
で
呉
中
の
四
傑
「
楊
基
（
よ
う
き
）
、
張
羽
（
ち
ょ

う
う
）
、
徐
賁
（
じ
ょ
ひ
）
」
に
数
え
ら
れ
る
。 

 

【
語
釈
】
＊
胡
隠
君･

･
･

胡
は
姓 

隠
君
は
隠
棲
（
い
ん
せ
い
）
し
て
い
る
人 

 
 
 

＊
水･

･
･

川
の
意 

 
 
 

＊
江
上･

･
･

川
の
ほ
と
り
。 

 

【
通
釈
】
何
度
も
何
度
も
川
を
渡
る
道
す
が
ら
、
花
を
見
、
さ
ら
に
咲
き
ほ
こ
る
あ
た
り
の
花
を
見
る
。 

春
風
そ
よ
ぐ
江
（
か
わ
）
の
ほ
と
り
の
路
を
ゆ
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
君
の
家
に
た
ど
り
着
い
て
し
ま
っ
た
。 

 


